
日本雑草学会�第 �� 回大会�プログラム�
 
 
�．会期�

2023 年 3 月 24 日（金）～ 26 日（日） 

 
�．会場�

龍谷大学瀬田キャンパス 8 号館（〒520-2194 滋賀県大津市瀬田大江町横谷 1-5） 
 

�．日程�

3 月 24 日（金） 

代議員総会 

若手の会（エクスカーション，烏丸半島・草津市立水生植物公園みずの森方面） 
 

3 月 25 日（土） 

一般講演・ポスター発表，各種委員会 

特別講演 1．ヨシ群落と人の共生 

� 「早春の琵琶湖畔の植物たち～雑草学会若手の会エクスカーションから～」 

東� 建介・井原� 希・岩本 啓己（雑草学会若手の会） 

� 「琵琶湖のヨシ群落の保全」� 寺田 剛史（滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖保全再生課） 

� 「ヨシ群落との共生が生物多様性を創る」� 沖� 陽子（岡山県立大学） 

会員総会・学会賞授賞式 

学会賞受賞者講演 

業績賞 

受賞者：下野 嘉子（京都大学 農学研究科） 

業績名：外来雑草の侵入経路と分布拡大に関する研究 

受賞者講演座長：黒川 俊二 

奨励賞 

受賞者：浅見 秀則（農研機構 西日本農業研究センター） 

業績名：温暖地の大豆作における帰化アサガオ類の総合的防除技術に関する研究 

受賞者講演座長：橘� 雅明 

奨励賞 

受賞者：野村 康之（龍谷大学 食と農の総合研究所） 

業績名：チガヤの生態型間 F1 雑種の開花期シフトと集団遺伝構造 

受賞者講演座長：下野 嘉子 
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3 月 26 日（日） 

一般講演・ポスター発表，各種委員会 

 セϝψー࢏ڢ

「食ྋ҈ఈڇڛにおける作物保ޤの॑གྷ性」኏岡� ୐（JCPA 農༂޽業会） 

特別講演 2． 

「ޭԢ౶性݃ধͲ作੔するώ΢オϝϟτΡρク表面」಼田 ޙۏ（龍谷大学઎୼ཀྵ޽学部） 

ϝωシンポζΤϞ 

「技術࢞（農業部໵・植物保ޤ）をஎΘ͑ʄ2023 」 

オーガψ΢δー：山田਀（東京農業大学 農学部） 

಼野ঞ（農研機構 ஦日本農業研究センター） 

�

�．会場Ҍ಼�

ʬ会場Πέιηʭ�
 JR 琵琶湖ત「瀬田」Ӽ下ऄ，ೈ޳のఉࢊώス③のΕͻΓΕఉࢊώス৒ऄ，「龍谷大学」下
ऄ（ώス所གྷ࣎間ͺ༁ 10 分Ͳすが，༨方のॎ଼࣎ͺ 20 分ఖౕགྷする͞とが͍ΕΉす）ɽ 

※ JR 瀬田Ӽにչଐ・৿չଐ・特ٺͺంऄ͢ΉͦΞが，չଐのչଐۢ間外にΓるంऄͺ多͚
͍ΕΉすɽJR の࣎ࠃ表౵を֮͟೟͚ͫ͠͏ɽ 

※ ఉࢊώスのξ΢ヤͺߏٵ日ξ΢ヤと͵Ε，ส਼がݰΕΉすɽたͫ͢௉・༨のଁสのՆ೵
性が͍ΕΉすのͲ，৆͚͢ͺ会৖ࣖܟ൝Ήたͺ大会ΤΥϔサ΢トにͱ֮͟೟͚ͫ͠͏ɽ 

※ ఉࢊώスͺࡑݳ，IC カーχにΓるࢩ෹͏がͲ͘ΉͦΞɽ͍らかͣΌঘરを͟༽қ͚ͫ͠
͏（ฤಕ 220 ԃ）ɽ 

�

�
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第62回大会プログラム　（概要版）
3
月
25
日
（
土
）

時間 A会場
（8-102教室）

B会場
（8-B102教室）

C会場
（8-B103教室）

S会場
（8-103教室）　

ポスター会場
（ロビー）

9:00 受付（龍谷大学瀬田キャンパス８号館ロビー）

10:00 ～
11:00

一般講演
4題

一般講演
4題

一般講演
4題 閉場 ポスター掲示

ポスター公開

休憩（5分）

11:05 ～
12:05

一般講演
4題

一般講演
3題

一般講演
4題 閉場

12:05 ～
13:15

昼休み（1時間 10分）
各種委員会 閉場

13:15 ～
14:15 閉場 コアタイム

休憩・移動（10分）

ポスター公開

14:25 ～
15:35 閉場

特別講演１：
ヨシ群落と 
人の共生

休憩（10分）

15:45 ～
16:20 閉場 会員総会

学会賞授賞式

16:20 ～
17:30 閉場 受賞者講演

3
月
26
日
（
日
）

時間 A会場
（8-102教室）

B会場
（8-B102教室）

C会場
（8-B103教室）

S会場
（8-103教室）　

ポスター会場
（ロビー）

8:30 受付（龍谷大学瀬田キャンパス８号館ロビー）

9:30 ～
10:30

一般講演
4題

一般講演
4題

一般講演
4題 閉場

ポスター公開

休憩（5分）

10:35 ～
11:20

一般講演
3題

一般講演
3題

一般講演
3題 閉場

休憩・移動（10分）

11:30 ～
12:30 閉場 JCPA農薬工業会

協賛セミナー

12:30 ～
13:30

昼休み（1時間）
各種委員会 閉場

13:30 ～
14:30 閉場

特別講演２：
バイオミメ
ティック表面

ポスター撤去休憩（10分）

14:40 ～
16:10 終了 閉場 ミニシンポ

技術士を知ろう！
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ミニシンポジウム・一般講演プログラム（詳細版）
※発表者に○を付しています。
※講演番号の下に＊が付された発表は、ベスト講演賞の選考対象（若手による発表）です。

3月 25日（土）
9:00 龍谷大学瀬田キャンパス８号館ロビー 受付

A会場（8-102教室） 座長 B会場（8-B102教室） 座長 C会場（8-B103教室） 座長
10:00

1
＊

新規飼料用とうもろこし用除草剤
トルピラレート・ニコスルフロン
水和剤に関する研究（第2報）
―除草効果変動―
○福田 将太，佐竹 良和，菅沼 丈
人，佐野 真喜子（石原産業株式
会社）

赤
澤
　
昌
弘
（（
公
財
）
日
本
植
物
調
節
剤
研
究
協
会
）

16

秋田県沿岸部の水稲作におけるカ
ズノコグサ（Beckmannia 
syzigachne (Steud.) Fernald）
の発生状況調査
○三浦 恒子 1，佐々木 麻衣子 1，
加藤 雅也 2，小笠原 泉 2（1 秋田県
農業試験場，2 秋田県秋田地域振
興局農林部）

露
﨑
　
浩
（
秋
田
県
立
大
学
）

30

雑草イネにおける種子休眠性の多
様性とゲノム構成
○今泉 智通 1，川原 善浩 1，
Gabriela Auge 2，大東 健太郎 1

（1 農研機構，2 CONICET/
University of Buenos Aires）

内
野
　
彰
（
農
研
機
構
　
中
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

10:15

2
＊

ベンゾビシクロンとシクロピリモ
レートの混用による除草効果の相
乗的向上
○倉田 康平 1，金安 洋典 1，山﨑 
明彦 1，吉野 康佑 2，佐伯 聡一 2（1 株
式会社エス・ディー・エス バイオ
テック，2 三井化学アグロ株式会社）

17

草高／条間比を指標としたダイズ
畑におけるカロライナツユクサの
要防除時期の推定
○松尾 光弘 1，栗久 周史 1，河野 
礼紀 2（1 宮崎大学農学部附属フィー
ルド科学教育研究センター，2 大分
県農林水産研究指導セ）

31
＊

赤米遺伝子Rdと Rcが種子休眠
性に与える影響
○高間 梨央 1，田中 淳一 2，今泉 
智通 1（1 農研機構・植物防疫研究
部門，2 農研機構・作物研究部門）

10:30

3

新規除草剤シクロピリモレートに
関する研究―シクロピリモレー
ト・トリアファモン・ベンゾビシ
クロン混合剤の特性―
○飯浜 春奈 1，林 健太郎 1，吉野 
康佑 1，佐伯 聡一 1，金安 洋典 2，
倉田 康平 2，山﨑 明彦 2，能城 こ
ずえ 2（1 三井化学アグロ株式会社，
2 株式会社エス・ディー・エス バ
イオテック）

18
＊

土壌養分条件が帰化アサガオ類の
葉齢進展とつる化時期に及ぼす影
響
○星 風吹，小木曽 優紀，小林 浩
幸（宇都宮大・雑草管理教育研究
センター） 32

Seed germination responses 
to temperature and water 
availability in weedy rice
○ Monrawee Fukuda，
Toshiyuki Imaizumi，Akira 
Koarai（Institute for Plant 
Protection, NARO）

10:45

4
＊

新規除草剤フロルピラウキシフェ
ンベンジルに関する研究(第4報):
新規自己拡散製剤フロルピラウキ
シフェンベンジル・ペノキススラ
ム・ベンゾビシクロン混合剤の除
草特性
○庭山 翔太 1，片岡 渉 2，尾島 萌
木 1，八島 圭佑 1，髙栁 典和 3，長
野 貴男 3，倉田 康平 3（1 コルテバ・
アグリサイエンス日本株式会社，
2 コルテバ・ジャパン株式会社，
3 株式会社エス・ディー・エス バ
イオテック）

19
＊

外来一年生 Ipomoea 属雑草の国
内分布域の変遷
○前田 香穂，米田 龍矢，黒川 俊
二（京都大・院・雑草学）

33
＊

雑草イネの発芽に関わる温度及び
土壌水分含有率
○丸山 翔太 1，今泉 智通 2（1 長野
県農業試験場，2 農研機構植物防
疫研究部門）

休憩（5分）
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11:05

5
＊

新規水稲用除草剤ジメスルファ
ゼットの生物活性に関する研究
○宮崎 隆雄，藤田 貴之，石松 純，
古橋 孝将，佐伯 学，矢野 哲彦（日
産化学株式会社）

関
野
　
景
介
（
株
式
会
社
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
エ
ス 

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
）

20

イヌホタルイ越冬株と種子発生株
からの茎葉部の発生・発達の違い
○徐 錫元，濱中 康弘（協友アグリ）

稲
垣
　
栄
洋
（
静
岡
大
学
）

34

メッシュ農業気象データによる雑
草イネの葉齢推定
○渡邉 修 1，丸山 翔太 2，宮原 薫 2，
青木 政晴 3（1 信州大学農学部，2 長
野県農業試験場，3 長野県農政部農
業技術課）

今
泉
　
智
通
（
農
研
機
構
　
植
物
防
疫
研
究
部
門
）

11:20

6
＊

水稲移植栽培における湛水処理で
きる水稲用中後期除草剤によるイ
ボクサ防除効果
○佐々木 麻衣子 1，三浦 恒子 1，
青羽 遼 2，加藤 雅也 3，三浦 一将 4

（1 秋田県農業試験場，2 秋田県農
林水産部，3 秋田地域振興局農林
部，4 北秋田地域振興局農林部）

21

ヤハズエンドウの主茎および鱗片
葉節分枝の成長および種子生産
○露﨑 浩（秋田県大・生物資源）

35
＊

タイヌビエの高精度ゲノム解読か
らわかる日本国内の遺伝的多様性
○佐藤 光彦 1，岩上 哲史 2，福西 
詩奏 2，杉浦 快 2，保田 謙太郎 3，
磯部 祥子 1，白澤 健太 1（1 かずさ
DNA研，2 京大・院農，3 秋田県
立大）

11:35

7
＊

愛知県の大豆作におけるシハロ
ホップブチル抵抗性ノビエに有効
な除草剤の検討
○柏木 啓佑，伊藤 幸司（愛知県
農業総合試験場）

22
＊

ホソバフウリンホオズキ由来の昆
虫摂食阻害物質
○成田 覚，森本 正則（近畿大・農） 36

GRAS-Di による日本国内のエノ
コログサの遺伝的変異の解析
○大迫 敬義，長田 貴洋（京府大・
院生命環境科学）

11:50

8
＊

水田畦畔に侵入した特定外来生物
オオフサモに対する除草剤の効果
○古山 千恵，水戸部 隆太，金久
保 秀輝，濱村 謙史朗（植調研究所）

37
＊

Investigating the Metabolic 
Mesosulfuron-Methyl 
Resistance in Aegilops tauschii 
Coss. By Transcriptome 
Sequencing Combined with the 
Reference Genome
○Weitang Liu 1，Dawei 
Zhang 1，Xiangju Li 2，Jinxin 
Wang 1，Hengzhi Wang 1
（1 Shandong Agricultural 
University, 2 Institute of Plant 
Protection, Chinese Academy 
of Agricultural Sciences）

昼休み（1時間 10分）／各種委員会
13:15
～
14:15

ポスター会場（ロビー）　ポスター発表コアタイム

休憩・移動（10分）
14:25
～
15:35

S 会場　（8-103教室）　特別講演１：ヨシ群落と人の共生
東 建介・井原 希・岩本 啓己（雑草学会若手の会）「早春の琵琶湖畔の植物たち～雑草学会若手の会エクスカーションから～」
寺田 剛史（滋賀県琵琶湖環境部 琵琶湖保全再生課）「琵琶湖のヨシ群落の保全」
沖 陽子（岡山県立大学）「ヨシ群落との共生が生物多様性を創る」

休憩（10分）
15:45
～
16:20

S 会場　（8-103教室）　会員総会　学会賞授賞式

16:20
～
17:30

S 会場　（8-103教室）　受賞者講演

17:30 1 日目終了
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3月 26日（日） 午前
8:30 龍谷大学瀬田キャンパス８号館ロビー 受付

A会場（8-102教室） 座長 B会場（8-B102教室） 座長 C会場（8-B103教室） 座長
9:30

9

アイガモロボ ®を用いた有機米栽
培圃場の雑草発生量と水稲収量の
2022年度調査
○中村 哲也 1，大川 泰一郎 2，磐佐 
まりな 2，藤井 義晴 2（1 有機米デザ
イン株式会社，2 東京農工大学）

井
原
　
希
（
農
研
機
構
　
植
物
防
疫
研
究
部
門
）

23

柑橘園での草生栽培の経過
○岩本 治（マルヨ農園）

三
浦
　
恒
子
（
秋
田
県
農
業
試
験
場
）

38
＊

ヒノキの新鮮葉に含まれるアレロ
パシー候補物質の探索
○毛利 薫平 1，岩崎 有紘 2，末永 
聖武 2，加藤 尚 1（1 香川大・院農学，
2 慶応義塾大・理工）

春
原
　
由
香
里
（
筑
波
大
学
）

9:45

10
＊

水田用自動抑草ロボット「アイガ
モロボ ®」による雑草抑制効果と
水稲生育への影響
○浅見 秀則 1, 2，中村 哲也 3，藤井 
宏美 4，川嶋 桂 4（1 農研機構・西
日本農業研究センター，2 農研機
構・植物防疫研究部門，3 有機米
デザイン（株），4 井関農機（株）
夢ある農業総合研究所）

24

有機茶園における除草方法の違い
が雑草植生に及ぼす影響
○稲垣 栄洋，岩瀬 結子（静岡大学）

39

日本と世界のダイズコアコレク
ションの栽培とアレロパシー活性
の測定
○藤井 義晴 1，海田 るみ 1，前田 
浩子 1，本林 隆 1，櫻井 望 2，山﨑 
真一 3，青木 裕一 3，杉山 暁史 4（1 東
京農工大，2 国立遺伝学研究所，
3 東北大学，4 京都大学）

10:00

11

新たに開発した茶園用除草機によ
る茶園うね間および樹冠下の除草
効果
○市原 実 1，内山 道春 1，牧田 英
一 2，山根 俊 2，雪丸 誠一 3，青山 
利治 3（1 静岡農林技研・茶研セ，
2 静岡農林技研，3 （株）寺田製作所）

25

弥生時代後期水田遺構「登呂遺跡」
の実験復元水田における耕起の有
無が雑草植生に及ぼす影響
○稲垣 栄洋 1，稲子 莉奈 1，西川 
浩二 1，篠原 和大 1，梶山 倫裕 2（1 静
岡大学，2 静岡市立登呂博物館）

40

ヘアリーベッチのアレロパシーと
アレロケミカルの同定，および雑
草管理への利用
○藤井 義晴（東京農工大）

10:15

12

揺動ブラシ式歩行型除草機が雑草
発生および水稲欠株に及ぼす影響
○安達 康弘 1，松本 樹人 1，吉田 
慎吾 2，山本 明 2，大倉 嗣之 2，陶
山 純 2（1 島根農技センター，2 み
のる産業（株））

26

水田におけるドジョウの生息が雑
草の発生ならびに土壌表層環境に
及ぼす影響
○露﨑 浩 1，樋熊 未来 2（1 秋田県
大・生物資源，2 大潟村在住）

41

ディッシュパック法による精油の
揮発性物質の濃度が植物生育に及
ぼす影響の検定
○鈴木 陽子 1, 2，本林 隆 2，藤井 
義晴 2（1 アロマティックルポ株式
会社，2 東京農工大学）

休憩（5分）
10:35

13
＊

茨城県県南地区の水稲本田内にお
けるナガエツルノゲイトウ防除体
系の確立
○雨宮 史典，花田 浩平，林 伸英，
山田 祐司（協友アグリ株式会社）

市
原
　
実
（
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
　
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

27

輸出港湾埠頭にて輸出用中古乗用
車に付着する雑草種子の種組成と
季節変動
○浅井 元朗 1，好野 奈美子 1，木
幡 裕介 1，トレッドアウェイ アー
ロン 2，浅古 尭 2（1 農研機構・植
防研，2 JEVIC）

渡
邉
　
修
（
信
州
大
学
）

42

ROSマーカー測定装置による雑草
のP700酸化システムの測定とア
レロパシー活性の関係、および光
合成阻害活性を持つ天然物の検索
○藤井 義晴 1，早乙女 孝行 2，竹
下 勇輝 2，杉山 暁史 3，三宅 親弘 4

（1 東京農工大，2 分光計器㈱，3 京
都大学，4 神戸大学）

松
尾
　
光
弘
（
宮
崎
大
学
）

10:50

14

大豆作におけるトリフルラリン乳
剤の土壌混和処理による帰化アサ
ガオ類防除体系の改善
○宮原 薫 1，谷口 岳志 2，矢ケ崎 
和弘 3（1 長野県農業試験場，2 長野
県松本農業農村支援センター，
3 長野県野菜花き試験場）

28

水田多年生雑草、雑種サヤヌカグ
サ（仮称）の萌芽苗条、小穂およ
び根茎形成の特徴
○森田 弘彦 1，青木 政晴 2，土屋 
学 3，濱村 謙史朗 4，渡邊 寛明 4，
酒井 長雄 4，保田 謙太郎 5（1 元　
公財日本植物調節剤研究協会，
2 長野県農政部，3 長野県農試，4 公
財日本植物調節剤研究協会，5 秋
田県立大学）

43

雑草管理に適した多年生被覆植物
の選抜とヤブランに含まれるアゼ
チジンｰ 2- カルボン酸のアレロケ
ミカルとしての評価
○前田 浩子，奥村 恒，中村 りり，
野村 卓史，藤井 義晴（東京農工
大学）

11:05

15

外来雑草ワルナスビに病原性を有
する微生物を用いた生物的防除技
術の開発
○堀田 光生 1，佐藤 克昭 2，二俣 
翔 3（1 農研機構農環研，2 静岡県畜
産技術研，3 静岡県農林技術研） 29

水田多年生雑草、雑種サヤヌカグ
サ（仮称）の生育地と両親種の穎
果の形態
○森田 弘彦 1，青木 政晴 2，土屋 
学 3，濱村 謙史朗 4，渡邊 寛明 4，
酒井 長雄 4，保田 謙太郎 5（1 元　
公財日本植物調節剤研究協会，
2 長野県農政部，3 長野県農試，4 公
財日本植物調節剤研究協会，5 秋
田県立大学）

44

Evaluation of Allelopathic 
Plants by Sandwich Method 
and Dish Pack Method from 
Turkish Plants
○ Tugba Gonca Isin Ozkan，
Yoshiharu Fujii（Tokyo 
University of Agriculture and 
Technology, International 
Environmental and 
Agricultural Sciences）

休憩・移動（10分）
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11:30
～
12:30

S 会場　（8-103教室）　JCPA農薬工業会　協賛セミナー
廣岡 卓（JCPA農薬工業会　事務局長）
「食料安定供給における作物保護の重要性～食料生産を取り巻く状況と作物保護産業の取組～」

昼休み（1時間）／各種委員会 
3月 26日（日） 午後

A会場　（C3棟 1階 103教室） 座長 B会場　（C3棟 1階 102教室） 座長 C会場　（C3棟 1階 101教室） 座長
13:30
～
14:30

S 会場　（8-103教室）　特別講演２：光応答性結晶で作成するバイオミメティック表面
内田 欣吾（龍谷大学 先端理工学部 応用化学課程）

休憩（10分）
14:40
～
16:10

S 会場　（8-103教室）　ミニシンポジウム　技術士（農業部門・植物保護）を知ろう！ (2023)
オーガナイザー：山田 晋（東京農業大農）・内野 彰（農研機構 中日本農業研究センター）
１．濱本 宏（法政大 生命）「技術士制度の紹介と関連 5学会における取り組み活動」
２．浅井 元朗（農研機構植物防疫研）「技術士（農業部門・植物保護）と雑草防除」
３．冨家 和典（竜王町 農業 振興課）「技術士 ・ 植物医師取得の動機と取得後の現場活動」
４．野村 研（神奈川県 農業技術センター）「神奈川県における植物防疫の現状と技術士資格について」

16:10 2 日目終了

― 8 ―



œ¼îÝŤŔŮ�ŜšŗũŝŖ

œû©¹3ť�Ťƥř�śŭş¼îŦŕƓžƇƕžƂƢăťČÜWÿƣæuŤūŬ¼îƤŢŝŖ

P01
ƥ

���D�¶ŤŘŚŬĥéťÎĝ"h°rťyÊ

Ŕ`�İ:f
�
ĳİ¥Ďİ�

�
ĳİ��İĭS

�
İı
�
­t]ĳİ

�
�LơĆĳ

�
ı�Ĳ¶ůŨťM�Ĳ

P02
�Ì�D³HťĊŗřŴƘƃŵť��Û+sŤ1Ũŝp

ĩ

ŔĮcİ�
ĳİZñİ�Lİı�LơĠĆQĲ

P03

K�Ó×ƜƢƈŵƉƜƢŹƛžŘūŧŞť>�Ó×ŸżƚŽ

ıĿņłŉłŌŇōİłŌŏŊńŇŊłŃŅł İľĵĲťèC¿ţŞť6ćŤŘŚŬ"h

ţč�½Ĥ;�ĉ

Ŕ4�İ�k
�
ĳİ�cİÃä

�
ĳİ�¶İJT

�
ĳİ^�İ92

�
ĳİã�İ-

k
�
İı
�
ĆÅ��Ć�³HÅÍĔĜĳİ

�
ĆÅ���¯ğ»Å

ÍĔĜĲ

P04
*

ƃűſ<FťƖƝƎƝŻŲB=ËPŦßĄţƖƝƄïòŤ

ūŬ)¦Ţ¤[ŝŬ

Ŕ�óİÈ&
���
ĳİÄ_İ/

�
İı
�
ĆÅ��ơñ|�Ć�ÅÍƀƠ

ƂƢĳİ
�
ĆÅ��ơ�¯ğ»ÅÍĔĜĲ

P05

żƙƋŵŹżţųƁƌżƙƋŵŹżťĥËİıľŅŅŌōŇł

ŋŌőŒŋŇńŅōİŐİōłőłŊŏňł ĲİŤŠŗš

Ŕ�¶İúNē
�
ĳİħ�İz�

�
ĳİ=\İQ

�
ĳİ«�İú2�

�
ĳİ¥ď

V}
�
ĳİĖ�İěģ

�
ĳİ�¶İmn

�
İı
�
É¶¿ÏLQĳİ

�
ěę¿Ć

zĔĳİ
�
ěę¿Ć÷ĳİ

�
�Ā|��¯ùÒ'ÅÍ,�ĳİ

�
ı�Ĳ

�Ā|�ù,�Ĳ

P06
�¯ťâ�ý#á(Ů�µŜşåť£�řƄŶƙť?�

ĔŘūŧ?�Ĕť´àŤ1Ũŝpĩ

Ŕ^¶İ�İı�ĆLơĆĲ

P07
*

¨Ă¿L�gĈĒťā�Ī§?ŤŘŚŬK��¯Ĭġť

÷Ū

Ŕô¶İìĐĳİ4ęİçĳİę�İl�ĳİ� İ*�İıįþLơĆQĲ

P08 Ù?ŤŘŚŬŰƞƄŲƜťÑ²ţZ@ŀĹŁŤūŬ�´ťö�
Ŕ¥Ďİ�ĳİ4_İÔ�İı�dLQĆQĔĲ

P09
�¸½K�ËƀűƎƠƘƟŻŽťGžƇƞžÞrŤŘŚŬ�

rėÕ¡0áťĞ�

aİªRĳİ
Âİ�oĳİŔ~.İ·īĘİıÐ�LQĲ

P10

ŀŁĴĺ®XřƉŶųƆƝƌźűƇŲŤ1ŨŝpĩŤŠŗšť

EÆ½ÅÍ

Ŕb¶İx�
�
ĳİ�.İi

�
ĳİZê�İ�

�
ĳİ íİ{Ç

�
İı
�
ĆÅ�

�ơĆ�eQÅÍĔĜĳİ
�
ĆÅ��ơ�¯ğ»ÅÍĔĜĳİ

�
Ų

ŽŴĦ�ƣ�ƤĲ

P11
*

K�ĥéƚŽžžŷţ>�ĥéžžŷťËP�ĉţ�Ár

ť�ą

ÌPİëOĳİĚ¶İ¾�ĳİ`¬İÖPĳİZ�İĢjĳİŔÌAİ��

ıĨ_LQĲ

P12
*

ƉƒƟŰƊƜƈţ)�"õ�ü¯ŤūŬŴƢŷŽƠøYrč

�PĹŎĽĹĹĶĸţĹŎĻļľĶť¼±I+

Ŕ	^İđĳİ~.İ·īĘİıÐ�Lơ�¯�á%qQÅÍUĲ

P13
*

űŴƠ¢�ŮµŗşķËťĥé·�ť!´ƀƝƟƢžÚØ

ť�ðţ°rö�

Ŕ��İ}7
�
ĳİ_�İĢP

�
İı
�
�eÚLơĠeĳİ

�
�eÚLơÚĲ

P14
*

ŽƍƟƔƅƒƑƄƝ°º½wvrƏƗƂűƋƐųŤŘŚŬw

vr"P��ťõ�

ŔÄªİ|5
�
ĳİċíİÀ8

�
ĳİ`�İ92

�
İı
�
�ĕLơĥéQÅ

ÍUĳİ
�
ĆÅ��ơ´¯�á$µÅÍĔĜĲ


�����
�	�����������

����	

3�25�
���13:15�14:15



 

日本雑草学会�第 �� 回大会�ӣӨҗҽ会�
 
 

大会ӣӨ委員長  ࢀӞ 励一  （龍谷大学 農学部） 

大 会 ࣆ ײ   黒川 俊二  （京都大学 農学研究科）  

ӣ Ө 委 員   岩৏ ఫ史  （京都大学 農学研究科） 

下野 嘉子   （京都大学 農学研究科） 

੃ব ৐人   （੶原ࢊ業ה式会ऀ） 

஦山 ༠一࿢  （大ࡗ公立大学 ݳ代シスτϞ科学研究科） 

野村 康之   （龍谷大学 食と農の総合研究所） 

ຉ޳ ੜദ  （日本植物௒ઇࡐ研究ڢ会 滋賀ݩࢾ地） 

森本 ਜ਼則  （ۛق大学 農学部） 

山田 વඛ  （滋賀県農業技術৾ڷセンター） 

٤野 康༐  （ࢀ井化学アήϫה式会ऀ） 

（委員名ͺޔॉԽॳ） 

大会関ܐॺແࣆײ নඎ ޭ߄  （࡜ٸ大学 農学部） 
 
 
 

 業会޽JCPA 農༂    ࢏ڢ
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